
い目標を定めている。多くのボイラは化石燃料を燃焼さ

せ。憎

善の余地がある。しかしながら小型貫流ボイラは出力が

小さいため、ボイラ１台ごとに高性能なセンサや制御機

器を搭載してしまうと費用対効果が薄れ、競争力を失う

ことになる。

当社では小型貫流ボイラでありながらPID制御を

克 臡 膎 纎 汞優



産業機械

ムWF-�WF-�WF-2WF-2規格分類小Òム取扱資格事業者の特別教育受講者以上換算蒸発量kg�換算蒸発量kgkg取扱資格取扱資格取扱資格kg小Òム小Òム�õ�‰	à
C�”�õ�‰	à
C�”��L�H
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⑵　給水制御

小型貫流ボイラでは一般的にON-OFF給水制御が

用いられているが、この制御の課題は２つある。１つ

はボイラ効率の低下である。給水OFF時においては

エコノマイザ内に給水が滞留するため所定の収熱量が


